
Ⅰ  大 学 薬 学 部 の 現 況 及 び 特 徴  
 
１  現  況  
（ １ ） 大 学 薬 学 部 ・ 薬 学 科 名                    

   武 蔵 野 大 学 薬 学 部 ・ 薬 学 科  

（ ２ ） 所 在 地  

〒 2 0 2 - 8 5 8 5  東 京 都 西 東 京 市 新 町  1 - 1 - 2 0  

（ ３ ） 学 生 数 、 教 員 及 び 職 員 数  

　　　　（単位：名）

学部 学科 入学定員 在籍学生数 備考

薬学部 薬学科 145 595 平成16年度開設

大学院研究科 専攻課程 入学定員 在籍学生数 備考

薬科学
研究科

薬科学
博士後期

5 7 平成21年度開設

表ａ　　薬学部及び大学院の学生数（平成21年5月1日現在）

 
 

教授 准教授 講師 助教 合計

薬学部 薬学科 18 4 16 12 50 4 31 11.9

大学院
薬科学
研究科

薬科学
専攻
※１

(16) (16) (14)

18 4 16 12 50 4 31 11.9合計

表ｂ　薬学部及び大学院の教員組織　（平成21年5月1日現在）

専任教員
1人当りの
在籍学生
数
(表a/表b)

備考

※１薬科学
研究科の専
任教員と学
部の専任教
員は兼務

学部・学科、
研究科・専攻

専任教員数 設置基準
上必要専
任教員数

助手

　　　　（単位：名）
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全　学 薬学部

専任職員 80 4
常勤職員 25 0

非常勤職員 13 0
派遣職員 64 9
合　計 182 13

表ｃ　全学及び薬学部職員数（平成21年5月1日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:名）
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２  特  徴  
本 学 は 、国 際 的 な 仏 教 学 者 、仏 教 思 想 家 で あ る 高 楠 順 次 郎 博

士 の「 仏 教 主 義 に よ り 、未 来 の 母 性 た る べ き 女 子 の 智 能 を 啓 き 、

以 て そ の 徳 を 涵 養 す る 」 と い う 建 学 の 精 神 に 基 づ き 、 昭 和 4 0

年 度 に 武 蔵 野 女 子 大 学 を 設 立 し 、 文 学 部 を 設 置 し た 。 平 成 1 0

年 度 に 現 代 社 会 学 部 を 開 設 し 、 平 成 1 1 年 度 に は 人 間 関 係 学 部

を 設 置 し た 。 更 に 、 平 成 1 4 年 度 に 通 信 教 育 部 を 開 設 し 、 平 成

2 0 年 度 に 現 代 社 会 学 部 現 代 社 会 学 科 を 政 治 経 済 学 部 政 治 経 済

学 科 に 名 称 変 更 、 平 成 2 1 年 度 に は 人 間 関 係 学 部 環 境 学 科 を 環

境 学 部 環 境 学 科 に 改 組 し 、 高 校 生 の 資 格 志 向 ・ 高 学 歴 志 向 、 生

涯 学 習 の 気 運 の 高 ま り 等 、 社 会 の ニ ー ズ を い ち 早 く 捉 え て 、 改

革 を 行 っ て き た 。  

更 に 、 平 成 1 5 年 4 月 に は 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 に 向 け

て 、 校 名 を 武 蔵 野 女 子 大 学 か ら 武 蔵 野 大 学 に 変 更 し て い る 。  

こ の よ う に 、 本 学 は 積 極 的 な 学 部 学 科 設 置 や 改 組 を 主 と し

た 大 学 改 革 を 実 施 し て き た が 、 平 成 1 6 年 度 に 武 蔵 野 女 子 学 院

創 立 8 0 周 年 を 迎 え る に あ た り 、 新 た に 薬 学 部 を , 平 成 1 8 年 度

に は 看 護 学 部 を 開 設 し た 。本 学 に と っ て 薬 学 部 と 看 護 学 部 の 設

置 構 想 は 、 武 蔵 野 女 子 学 院 設 立 間 も な い 大 正 1 5 年 に 発 表 し た

「 武 蔵 野 女 子 大 学 学 則 」に 学 部 設 置 構 想 と し て 文 学 部 と 理 学 部

を あ げ て い る こ と に ま で 遡 る ( 資 料 1 ) 。理 学 部 の カ リ キ ュ ラ ム

に は 遺 伝 学 や 植 物 学 、動 物 学 等 が 組 み 込 ま れ て お り 、特 に 薬 学

を 意 識 し た も の と な っ て い る 。こ の 計 画 の 中 に は 、病 院 の 設 置

も 含 ま れ て お り 、医 学 薬 学 の 両 面 か ら 理 学 に ア プ ロ ー チ し よ う

と い う 意 向 も 見 え る も の で あ っ た 。  

ま た 、 本 学 は 、 仏 教 主 義 を 建 学 の 精 神 に 据 え た 大 学 で あ る

が 、仏 教 と 医 療 お よ び 仏 教 と 薬 物 と の 関 わ り を 明 治 時 代 以 前 に

遡 っ て み る と 、 極 め て 深 い も の が あ る 。  

古 代 、 百 済 よ り 良 医 ・ 徳 来 が 渡 来 し た こ と に 端 を 発 し 、 律 令

制 に お い て 国 営 の 医 療 制 度 が 整 備 さ れ 、典 薬 寮 や 内 薬 司 等 が 置

か れ た 。 特 に 典 薬 寮 は 、 医 療 ・ 医 育 等 に 関 す る 中 央 衛 生 行 政 の

最 高 機 関 で あ り 、諸 庁 で 使 う 薬 物 は す べ て こ こ か ら 配 給 さ れ た

の で あ る 。  

わ が 国 に お け る 薬 物 の 導 入 は 遣 隋 ・ 遣 唐 使 に よ る こ と が 大 き

く 、 そ の ほ と ん ど が 僧 侶 で あ っ た 。 一 方 、 渡 来 僧 に よ る 医 薬 の

発 展 も め ざ ま し く 、そ の 媒 介 と な っ た の が 薬 師 如 来 と い わ れ て
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い る 。 唐 の 僧 侶 で あ っ た 鑑 真 は 、 わ が 国 へ 戒 律 を 伝 え る た め に

1 2 年 の 歳 月 を か け て 来 日 し 、 医 薬 、 特 に 本 草 の 学 に 精 通 し て

い た と い わ れ て い る 。ま た 、正 倉 院 に は 献 物 帳 が 残 さ れ て い て ，

輸 入 品 と し て の 薬 物 6 0 種 類 が 献 納 さ れ て い る 。  

鎌 倉 時 代 の 禅 僧 栄 西 は 、 宋 か ら 茶 種 を 持 ち 帰 り 、 上 陸 地 に 植

え て 茶 園 と し 、 こ れ は 養 生 の 仙 薬 と し て 貴 重 な も の で あ っ た 。 

こ の よ う に 仏 教 と 医 薬 の 伝 来 、 浸 透 と は 密 接 に 関 連 し て い

る に も 拘 わ ら ず 、建 学 の 精 神 に 仏 教 を 掲 げ る 大 学 で 薬 学 部 を 開

設 し た の は 本 学 が 初 め て で あ り 、本 学 が そ の 嚆 矢 と な る こ と は 、

医 薬 の 歴 史 を 鑑 み て も 特 に 意 義 の あ る こ と と 考 え て い る 。  

一 方 で は 、 現 在 の 医 療 を 取 り 巻 く 社 会 状 況 に は 、 調 剤 過 誤 、

患 者 へ の 対 応 の 問 題 等 、医 療 担 当 者 の 人 間 的 側 面 が 問 わ れ る よ

う な 状 況 が 生 じ て き て い る 。  

ま た 、 科 学 の 進 歩 も 目 覚 し く 、 ヒ ト ゲ ノ ム の 解 読 に よ っ て 、

人 そ れ ぞ れ に 効 く 「 テ ー ラ ー メ イ ド の 薬 剤 治 療 」 が 可 能 に な り

つ つ あ る 現 在 、 こ れ ら の 治 療 が 意 味 あ る も の と な る た め に は 、

最 先 端 の 薬 学 知 識 を 有 し 、更 に 患 者 の 状 況 を 正 確 に 聞 き 出 す 能

力 と 、患 者 に つ く す 慈 悲 の 心 を 併 せ 持 つ 医 薬 担 当 者 が 望 ま れ る

よ う に な っ て い る 。  

本 学 薬 学 部 は 、 こ の よ う に 建 学 の 精 神 に 基 づ き 、 現 在 の 医 薬

を 取 り 巻 く 環 境 を 鑑 み 設 置 さ れ た も の で あ り 、深 い 人 間 理 解 に

立 つ 最 先 端 の 薬 学 知 識 を 持 っ た 人 材 の 輩 出 を 目 指 し て い る 。  

平 成 2 1 年 4 月 に 、 武 蔵 野 大 学 大 学 院 薬 科 学 研 究 科 薬 科 学 専

攻 ( 博 士 後 期 課 程 ) を 開 設 し た 。  

近 年 、 我 が 国 に お い て は 急 速 に 高 齢 化 社 会 が 進 展 し 、 医 療

状 況 の 変 化 や 疾 病 の 多 様 化 が 進 ん で い る 。国 民 の 健 康 的 な 環 境

を 維 持 す る た め に 、特 定 の 専 門 分 野 に お け る 深 い 研 究 お よ び 多

様 な 分 野 に お け る 幅 広 い 研 究 を 、自 立 し て 遂 行 す る こ と の で き

る 薬 学 研 究 者 な ら び に 、高 度 の 専 門 性 を 必 要 と さ れ る 臨 床 現 場

で 活 躍 す る た め に 必 要 な 研 究 能 力 と 研 究 意 欲 を 備 え た 高 度 実

務 薬 科 学 研 究 者 の 養 成 が 強 く 求 め ら れ て い る 。  

 本 研 究 科 は 、 そ の よ う な 社 会 の 要 請 に 応 え る た め に 、「 高 度

薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス 」と「 高 度 実 務 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー

ス 」 の 2 つ の コ ー ス に よ り 、 高 度 な 研 究 能 力 を 持 つ 研 究 者 の

養 成 を 目 的 に 設 置 さ れ 、 受 け 入 れ る 学 生 は 従 来 の 4 年 制 の 学

部 を 卒 業 し 修 士 課 程 を 修 了 し た 者 と し た 。  
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 本 研 究 科 の 特 色 と し て 、 入 学 後 3 ヶ 月 間 、 他 の 研 究 現 場 を

経 験 し な が ら 、自 ら が 立 て た 研 究 テ ー マ と 研 究 計 画 の 適 正 性 を

検 証 す る 機 会 、ま た は 、医 療 現 場 で 直 面 し て い る 問 題 を 把 握 し 、

研 究 課 題 を 探 索 す る 機 会 を 設 け て 、学 生 の 自 発 性 を 高 め る た め

の 科 目 ： 選 択 課 題 検 証 実 習 科 目 、あ る い は 課 題 探 索 コ ー ス ワ ー

ク 実 習 科 目 を 設 定 し た 。  

ま た 、 本 学 で は 薬 学 部 設 置 の 1 年 前 の 平 成 1 5 年 4 月 に ｢ 薬

学 研 究 所 ｣ を 設 立 し 、 平 成 1 6 年 度 に は 文 部 科 学 省 の 私 立 大 学

学 術 研 究 高 度 化 推 進 事 業 の 「 ハ イ テ ク ・ リ サ ー チ ・ セ ン タ ー

( H R C ) 整 備 事 業 」に 採 択 さ れ 、数 年 の 間 で 高 い 実 績 を 積 み 上 げ

て き た 。研 究 所 に は 多 く の 研 究 成 果 が 蓄 積 さ れ 、各 種 企 業 や 医

療 機 関 、研 究 機 関 と 研 究 ・ 教 育 の ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ て い

る 。本 薬 学 研 究 所 で は 、薬 学 部 専 任 教 員 が 兼 務 と し て 所 属 し 研

究 を 行 い 、薬 学 部 及 び 新 設 の 大 学 院 薬 科 学 研 究 科 と 連 携 し 、研

究 所 の 知 的 財 産 を 活 用 す る こ と で 、 最 先 端 の 研 究 内 容 ・ 知 識 ・

技 術 の 付 与 を 通 じ て 、質 の 高 い 教 育 を 行 う こ と を 目 指 し て い る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


